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新 年
希
望
あ
ふ
れ
る
未
来
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
は
市
政
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
３
年
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
加
え
、
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端
を
発
し
た
原

油
価
格
や
物
価
の
高
騰
が
市
民
生
活
や
事

業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
年
で
し

た
。そ

の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
昨
年
の
善

光
寺
御
開
帳
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
多
く
の
関
係
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

下
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

招
く
こ
と
な
く
無
事
に
行
わ
れ
、
市
内
に

活
気
が
戻
っ
た
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て

大
き
な
希
望
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
以
降
中
止
と
な

っ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
４
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
兆
し
も
見
ら

れ
た
年
で
し
た
。

台
風
災
害
か
ら
の
心
の
復
興
や
市
内
経

済
の
回
復
は
、
引
き
続
き
取
り
組
み
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
全
て
の
皆
さ

ま
が
日
々
の
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
「
健
幸（
け
ん
こ
う
）増
進

都
市
・
長
野
」
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援

や
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
の
施
策
に
今
年
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
本
市
で
は
、
昨
年
か
ら
「
新
産

業
創
造
」
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
本
格

化
さ
せ
て
い
ま
す
。
先
端
技
術
を
活
用
し

て
地
域
課
題
の
解
決
と
暮
ら
し
の
質
の
向

上
を
図
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
や
、
起

業
を
支
援
す
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
な

ど
に
よ
り
、
新
た
な
産
業
と
雇
用
を
生
み

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
内
経
済

を
も
っ
と
強
く
す
る
こ
と
は
、
財
政
的
に

も
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。希

望
あ
ふ
れ
る
未
来
に
向
け
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
変
化
の
兆
し
を
皆
さ
ま
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
政
を
さ
ら
に
前

進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
1
年
の
皆
さ
ま
の
ご
多

幸
と
ご
健
康
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

長野市長
荻原　健司
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謹 賀

長野市議会議長
寺沢　さゆり

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
市
政
発
展
並
び
に

議
会
運
営
や
議
会
活
動
に
対
し
、
深
い
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
1
年
延
期
し
た
善
光
寺
御
開

帳
に
大
勢
の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
10
月
に
は
、
本
市
で
全
国
市

議
会
議
長
会
主
催
の
「
第
17
回
全
国
市
議

会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ムin

長
野
」が
、

〝
デ
ジ
タ
ル
が
開
く
地
方
議
会
の
未
来
〟を

テ
ー
マ
に
、
３
年
ぶ
り
に
現
地
開
催
と
な

り
、
全
国
各
市
・
区
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

と
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
通
し
て
、
人
と

人
の
交
流
の
尊
さ
を
改
め
て
感
じ
た
1
年

で
あ
り
ま
し
た
。

本
市
議
会
で
は
、
7
月
に
「
長
野
市
議

会
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に

関
す
る
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
重
大
な
感
染
症
の
ま
ん
延
ま
た
は
災

害
発
生
な
ど
の
状
況
下
で
、
委
員
の
半
数

が
参
集
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
の
開
催
を
可
能

と
す
る
「
長
野
市
議
会
委
員
会
条
例
」
な

ど
の
改
正
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
時
で
も

議
会
機
能
を
止
め
な
い
よ
う
備
え
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
巡
る

状
況
は
、
依
然
と
し
て
油
断
の
な
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
経
済

の
回
復
や
自
然
災
害
へ
の
対
処
な
ど
、
喫

緊
の
課
題
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
身
近
な
、
開
か
れ
た
議
会
と
な

る
よ
う
、
議
会
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
行
政
運
営
の
監
視
役
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
真
摯（
し
ん
し
）に

受
け
止
め
な
が
ら
、
山
積
す
る
課
題
に
対

し
て
、
行
政
と
議
論
を
重
ね
、
解
決
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
、
笑
顔
で
お
過
ご
し

い
た
だ
け
る
よ
う
に
全
議
員
が
一
丸
と
な

り
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
幸
せ
で
実
り
多
い
、
希
望
に
満
ち
た
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
長
野
市
を
め
ざ
し
て
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◦市長 年頭あいさつ 	  2
◦市議会議長 年頭あいさつ 	  3
◦個人市民税・県民税に係る改正 	  4
◦皆さんの意見を募集 	  5
◦農業研修センター受講生募集 	  5
◦住民自治協議会の活動紹介 	  6・7
◦ながの獅子舞フェスティバル
　　参加団体募集 	  8
◦長野市民演劇祭 高校公演開催 	  8
◦集客プロモーション
　　パートナー都市からのお知らせ 	  8
◦防災とボランティアの日 	  9

も　　　く　　　じ

総　数	 369,027人（男179,165人　女189,862人）
前月比	 △244人（　    △126人	 △118人）
世帯数164,122世帯（前月比 △45世帯）

（令和4年12月1日現在）長野市の人口と世帯数

◦成年後見制度 	  9
◦地域きらめきニュース
　　“ベストの氷を目指して” 	  10
◦第43回全国中学校スケート大会 	  11
◦1月の市政番組 	  11
◦スポまち！長官表彰2022  特集  	  12・13
◦くらしのチャンネル 	  14～23
◦戸隠スキー場からのお知らせ 	  24

個人市民税・県民税に係る改正など
令和5年度分(令和4年分所得)から適用する主

な改正は、次の3項目です。

成年年齢の引き下げ
民法改正により、令和4年4月1日から成年年齢
が18歳へ引き下げられました。この改正に伴い、
令和5年1月1日（賦課期日）時点で18歳、19歳の
人は、市民税・県民税が課税されるかどうかの判
定で、未成年者に該当しないことになりました。

住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン控除） 
の期間延長と控除限度額の見直し
控除適用期間を4年間延長し、令和7年12月31
日までの入居者が対象となりました。また、所得
税から控除しきれない住宅借入金等特別税額控除
額が生じた場合に、翌年度の市民税・県民税から
控除することができる限度額が見直されました。

セルフメディケーション税制の対象品目 
見直しと期間延長
セルフメディケーション税制（＊）の対象となる
医薬品などの対象範囲が見直されました。また、
控除適用期間が5年間延長され、令和8年12月31
日までとなりました。

問市民税課　蘂224-8507　FAX224-7346　 shiminzei@city.nagano.lg.jp

申告に関すること

■所得税の確定申告は便利なスマホ申告で
マイナンバーカードとスマートフォンを利用し

て、いつでも自宅から確定申告ができます。

◎スマホ申告の便利機能
・�給与所得の源泉徴収票をスマートフォンのカメ
ラ機能で読み取ると、記載内容が入力画面へ自
動反映されます。

・�令和4年分確定申告からは、スマートフォンで青
色申告決算書・収支内訳書の作成が可能になり
ます（1月上旬開始予定）。

詳しくは、国税庁ホームページをご覧いただく
か、長野税務署へお問い合わせください。

長野税務署
蘂234-0111（自動音声案内）

◀�詳しくは�
市ホーム�
ページへ

＊…�予防接種やがん検診などの一定の取
り組みを行っている人が、対象の医
薬品などを購入した場合に所得控除
を受けることができるもの。

■市民税・県民税申告相談会場での相談受け付け
申告が必要と思われる人には、事前に申告書を

送付します。市が開設する申告相談会場では、市
民税・県民税の申告相談をする人に限り、受け付
けします（日程は本紙2月号に掲載予定）。詳しく
は、市民税課へお問い合わせください。
※申告相談が不要な人は、郵送で提出してください。
※�確定申告はe-Taⅹ（電子申告）をご利用ください。申
告内容の相談は長野税務署か税理士へお願いしま
す。



広報ながの　2023.15

担い手育成コース（4月～令和6年3月）
▶とき／毎週土曜日
▶対象／野菜栽培での就農を希望する人
▶定員／15人　▶受講料／1万8千円

野菜づくり初級コース（4月～12月）
▶とき／A：第1・3木曜日　B：第2・4火曜
日　C：第2・4木曜日　D：月2回（第1・3・
5火曜日のうち2日）
▶対象／野菜栽培を始めて間もない人、
これから始めたい人
▶定員／各12人　▶受講料／各7千円

野菜づくり中級コース（4月～令和6年3月）
▶とき／4～9月：毎週水曜日�
10～3月：第2・4水曜日
▶対象／野菜栽培の専門的な知識・技術
のレベルアップを考えている人
▶定員／28人　▶受講料／2万1千円

企業育成コース（4月～令和6年3月）
▶とき／毎週金曜日
▶対象／農業への参入を希望する企業
▶企業数／3社　▶受講料／8万円

申し込み
　1月5日㈭～2月17日㈮（必着）に、所定の申請書に必要事項を
記入の上、郵送か直接、農業研修センター（〒381-1225長野市
松代町東寺尾3245番地）または農業政策課（〒380-8512長野市
役所、第二庁舎8階）へ

問農業研修センター　蘂・FAX共通278-2620
　農業政策課 蘂224-5098 FAX224-5113 nosei@city.nagano.lg.jp

令和5年度　農業研修センター受講生募集
農業に携わりたい人・企業をサポートします

※�申請書は、市ホームページ、農業研修センター、農業政策課、
各支所にあります。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

長野市下水道事業経営戦略(案)
市上下水道局では「長野市下水道事業経営戦略」
の見直しを進めてきました。このたび改定案がま
とまりましたので、ご意見をお寄せください。

※�電話や口頭によるご意見は、お受けしません（自書
が困難な人は、お問い合わせください）。
※�ご意見への個別の回答はしません。
※�計画への反映状況は、個人情報を除き、市ホームペー
ジなどで公表します。

問上下水道局総務課　蘂224-5070　FAX224-5114　 suisomu@city.nagano.lg.jp

■経営戦略とは
人口減少や施設の老朽化などに伴い経営状況が
厳しさを増す中、将来にわたって安定的に下水道
事業を継続するために策定した基本計画です。
■主な見直しの内容
・将来の汚水処理人口や汚水量予測を見直し、下
水道使用料収入の見通しを作成
・下水道管や施設の更新計画の見直しを反映した
今後50年間の経営見通しから財務状況を分析

■計画期間／令和5年度～令和14年度（10年間）

■案の閲覧場所、意見・提案用紙の配布窓口
・市ホームページ（意見・提案用紙のダウンロー
ドもできます）

・上下水道局総務課（第二庁舎9階）
・行政資料コーナー（第一庁舎3階）
・各支所、東部浄化センター（大字大豆島）
■意見・提案の提出方法
次のいずれかで提出してください。

・市ホームページ「ながの電子申請サービス」
・郵送（〒380-8512長野市役所）、ファクス、Ｅ
メール（ファイルを添付せず直接入力）のいずれ
かで上下水道局総務課へ

・閲覧場所へ持参

ご意見をお寄せください
■募集期間
1月13日㈮～2月10日㈮（消印有効）

※申し込み多数の場合は、抽選です。
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「自分たちの地域は自分たちでつくる」という考えの下、市内全地区の住民自治協議会が本格
的にスタートしてから10年以上が経過しました。各住民自治協議会では、地域の実情に合わ
せた特色ある活動を主体的に展開しています。

長沼地区 小田切地区

更北地区 信更地区

◀�

小
田
切
八
景
切
り
絵
展
の

様
子

◀�

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
様
子

◀�

夏
の
夜
を
彩
る�

約
５
０
０
個
の
ラ
ン
タ
ン
と�

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

問地域活動支援課　蘂224-7615　FAX224-8596　 chiiki@city.nagano.lg.jp

防災ステーションの建設に先立ち、長沼城跡の
発掘調査が行われています。長沼歴史研究会や県
埋蔵文化財センターなどの協力を得て「調査報告
会」や「体験発掘」なども行っています。8月には
「夏休みおやこ発掘体験」を企画し、小学生と保護
者を対象に発掘体験・遺跡見学を行いました。子
どもたちは作業員の間に入り、両刃鎌で土を掘り、
炭や土器のかけらなどが出ると目を輝かせて、作
業員やセンター職員に質問をしていました。

小田切八景制定110年を記念し、切り絵作家の
柳沢京子さん創作の「小田切八景切り絵展」を開催
しました。切り絵の原画8点をメインに、地区の
紹介ポスターや史跡、風景写真も展示しました。
訪れた人は、八景に添えられた歌と併せて興味深
く鑑賞していました。また、来訪者全員に小田切
地区案内マップを配布し、地域を知っていただく
良い機会にもなりました。

9月11日、フードドライブと、地区内の保育園・
幼稚園に通う子どもたちが制作したぬり絵の展示
会を開催しました。
当日は、ボランティアとして長野南高等学校の
皆さんに、受付や食品の仕分けなどを行っていた
だき、大変大きな助けとなりました。今後も、次
世代の地域を担う児童・生徒の皆さんと地域をつ
なぐ活動を推進するとともに、ボランティアの輪
も広げていきたいと考えています。

コロナ禍の影響で3年間夏祭りを開催していま
せんでしたが、8月27日、「光の華～信更夏灯（あ
か）り」と題して、イルミネーションとランタンを
飾った夏祭りを開催しました。ランタンは、子ど
もプラザや宅老所に通う人たち、地域に滞在中の
人、地区の住民など多くの人に作っていただきま
した。辺りが暗くなると幻想的な光の世界が広が
り、過ぎゆく夏の夜、集まった人たちは、思い出
に残る一夜を過ごしました。

◀�
夏
休
み
お
や
こ�

発
掘
体
験
の
様
子
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地域の活動を紹介します
私たちのまちの

住民自治協議会
第三地区 芹田地区

三輪地区 若槻地区

8月1日の早朝、市役所西側広場「桜スクエア」
に、子どもから大人まで250人が集まり、荻原市
長と一緒にラジオ体操を行いました。これは市長
の「第三地区にある桜スクエアをもっと活用して
ほしい」という提案から企画した催しです。参加
した子どもたちは、講師の大石美雪先生（全国ラ
ジオ体操連盟指導委員）の模範演技に歓声を上げ
たり、市長と交流をしたりして、大いに盛り上が
りました。この様子はテレビでも放映され、話題
となりました。

◀�
第
三
地
区
全
員
集
合
！�

荻
原
市
長
と
ラ
ジ
オ
体
操

◀�

親
子
で
た
く
さ
ん
の�

安
納
芋
を
掘
り
ま
し
た

中条地区との交流事業「親子農業体験」を3年ぶ
りに開催しました。6月に開催した田植えと安納
芋の苗植えには、200人が参加しました。秋には
芋堀り体験を行い、収穫した芋を焼き芋にしまし
た。採れたての芋を使った焼き芋は、甘くて格別
でした。
これからも親子農業体験のような、子どもたち

の思い出に残るような事業を企画・実施していき
ます。

三輪地区住民自治協議会で作成した「てくてく
三輪まち歩きガイドマップ」を手に、地元住民の
ガイドによる「ぐるっと区境 四ツ石・城東区 まち
歩き」を開催しました。
この催しは、マップに記載された区の境をたど
りながら、昔の橋や美和神社の参道などを巡るツ
アーです。区の境を歩くことで新たな発見がある
ことに加え、郷土史の一端に触れることもできる
ため、参加者にとても喜ばれています。

三登山、山地、丘陵、扇状地と、さまざまな地
形を持つ若槻地区の「多彩な自然」に目を向け、触
れ、その大切さへの理解を深める事業として、平
成27年度に「若槻自然遺産ガイドマップ」を刊行
しました。現在、ガイドマップの活用促進と自然
遺産の維持保全のため、ため池や湧き水、古木、
奇岩などの自然遺産を半日で巡るコースの作成を
目指し、住民とともに各コースの現地調査を実施
しています。
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岩
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第7回 ながの獅子舞フェスティバル
とき／5月3日㈬10：00～16：00　　ところ／長野駅善光寺口駅前広場、中央通り

鍋屋田
小学校

トイーゴ

中
央
通
り

県
庁
通
り

もんぜんぷら座
中央郵便局

昭和通り

山
王小

学
校

長野ターミナル

市役所・
芸術館

権堂駅

市消防局

県庁

長野
駅

市
役
所
前
駅

長
野
大
通
り

長野
駅

Ⓐ花回廊エリア
Ⓑもんぜんぷら座前
Ⓒ県信第2本店前
Ⓓかるかや山前
Ⓔ旧アゲイン前
Ⓕ西友前
Ⓖ千石入口バス停前
Ⓗ長野駅前広場

獅子舞披露団体 募集（子ども獅子も大歓迎）

▶申し込み／1月11日㈬〜2月8日㈬に、市ホーム
ページ「ながの電子申請サービス」から申請するか、
所定の応募用紙〔市ホームページ、文化芸術課（第二
庁舎3階）にあります〕に必要事項を記入の上、直接、
郵送、ファクスのいずれかで文化芸術課（〒380-
8512長野市役所）へ
※�詳しくは、市ホームページをご覧ください。

問文化芸術課　蘂224-7504　FAX224-7351　 geijutsu@city.nagano.lg.jp

第32回 長野市民演劇祭 高校公演
ところ／勤労者女性会館しなのき（大字鶴賀西鶴賀町）

市内の高校演劇部に
よる市民演劇祭を今年
も開催します。高校生
によるフレッシュな演
劇をぜひお楽しみくだ
さい。入場料・申し込
みは不要です。

とき 開演時間 出演校／作品タイトル

2月4日㈯
13：00 長野日本大学高等学校／賢治エチュード
14：30 長野清泉女学院高等学校／ さくらさくら「注文の多い料理店」より
16：00 文化学園長野高等学校／我思う故に我あり

2月5日㈰
13：00 長野市立長野高等学校／二月の雪は…
14：30 長野東高等学校／今夜の月は美しい
16：00 長野西高等学校／東京ローズ－私の言葉に翼が生えて－
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